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◆総合支援学校に在籍する、重複障害のある小学部１年生の記入例です。

◆自立活動を主として指導を行う教育課程を編成しています。



（様式１） 個別の指導計画 県立△△総合支援学校

学年・組 小学部１年○組
校長氏名印 担任氏名印 期間

氏 名 ○○ ○○
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 平成○○年４月～平成○○年３月

教育支援計画 ①健康面、情緒面で安定 教育支援計画 ①筋緊張のコントロールを図り、側わんの進行を予防す
長期目標 した生活を送る。 重点目標 るとともに、スムーズな排痰を行うことができる。

（概ね３年間） ②手・足・声で人や物に （概ね１年間） ②背中に力を入れて、座位を保持するとともに、手指の
主体的にかかわる。 操作性を向上することができる。

教科等 児 童 生 徒 の 様 子 年 間 指 導 目 標
＜朝の会＞
・自宅から自家用車で登校する。 ・心身ともにリラックスする。
・あいさつに対し、表情の変化や発声で応える。 ・１日の始まりを意識する。
・歌を聴き手を動かしたり、声を出したりする。 ・スキンシップで担当教員とのコミュニケーションを深める。
＜排泄＞

日 ・２時間の定時排泄。１回の排尿量は少ない。 ・リラックスして座り、排尿する。
・股関節が開きにくく、全身が反り返りやすい

ので後方から介助されて便器に座る。
常 ・全身に力を入れたり、口をすぼめたり、「アー」・トイレの場面を利用して、意思表示を促す。

「ンー」と言ったりして尿意を表す。 （Ｙｅｓ－Ｎｏのサイン）
＜食事＞

生 ・スプーンに対し頭を起こしてくることがある。・上体を起こして食べる。
・欲しい物に対しては、上体を伸び上がらせる。
・咀嚼はできるが、十分ではない。 ・しっかりかむ。

活 ・水分はむせやすく、口からこぼれやすい。 ・上唇で食べ物を取り込み、こぼさずに飲む。
・机の上の物を右手で払ったり、右手指ではさ ・右手を使って食べる。

むようにしたりして下に落とす。
の ＜健康＞

・背骨に変形が見られる。（左凸） ・変形を予防する。
教 ・便秘になりやすい。 ・活動量を増やすことにより、十分な睡眠及び便秘の解消を

指 ・夜、何度か目を覚ますことがある。 図る。
＜コミュニケーション＞
・声かけに「ハィー」「アィー」等と応えること ・要求を伝える発声、身振り、手の動き等がより活発になる

科 導 がある。 ようにする。
・快の状態では、笑顔や発声（「キャー」）、手足 ・気になる人や物を見つめることにより、意思を周囲の人間

を盛んに動かすことなどで感情を表現する。 に伝えようとすることがきる。
・ ・パターン化された活動では、次に起こること

を期待（予測）する。
・ニコリでＹｅｓ、口をすぼめることでＮｏを ・Ｙｅｓ－Ｎｏのサインがより明確になるようにする。

領 示すが、目や手による意思表示は少ない。
＜課題学習＞
・手指の動きは硬く、伸ばした親指と中指では ・手を伸ばす、握る、放すなどの手指の操作性の向上を図る。

さむようにして物を持つ。握る力は不十分。
域 ・右手を操作に使うが、手前に引く動きが多く、 ・教材に取組む過程で、姿勢の保持や変換を促す。

自 押し出す動きは少ない。
・「○○する？」「○○見える？」という言葉か ・文字を記号として操作するための基礎（形の弁別）を理解

けに対して、視線を向けることがある。 する。
等 立 ＜運動－動作＞

・仰臥位から側臥位は可能（左腕が抜けにくい）。・頭部コントロールの向上を図る。
・肘関節、足首や股関節の屈曲に抵抗がある。 ・あぐら座位で背中に力を入れて上体を保持する。

活 ・全身を大きく反らせるため座位が難しい。 ・緊張を抑制しながら体の各部位を動かす。
＜感覚－運動＞
・仰臥位からの引き起こしでは、頭を起こし、 ・揺れや振動（垂直・回転・加速度）の体験を通して、股、

動 数秒間保持できる。 膝、足、肩、肘等の各関節の弛緩、定頸や頭部コントロー
・揺れ刺激に対して、両脚をばたつかせたり、 ル、寝返りを促すとともに、身体意識を高める。

指をくわえたり、声を出して喜んだりする。 ・喜びや満足感を共有し、対人関係を深める。
・後方から介助されての立位では、足裏全体が ・遊具による活動を通じて運動量を確保する。

床に着きにくい。
遊 ・好きな（絵）本があり、よく見たり聞いたり ・リズムに合わせて身体を動かしたり、音楽を楽しんだりす
び する。ページをめくるのをよく見ている。 る力を育てる。
の ・パターン化された活動では、次に起こること ・見る力、聞く力、「もっとやりたい」という意欲や要求を育
指 を予測し、期待したり、緊張したりする。 てる。
導 ・援助されながら、興味のある物に手を伸ばそ ・外界に働きかける手、目の前のものを触ろうとする手を育

うとする。 てる。
道 ・好きな本を見たり、音楽を聞いたりすること ・自分がやらなければならない課題に、しっりと取り組むこ

に集中することができる。 とができる。
・家族の声に笑顔で応えることができる。 ・家族や担任、友達に顔を向けたり、発声や手の動きで働き

徳 かけることができる。
特 ・友達の動き（活動）を意識していることが多 ・好きなものを増やし、友達とかかわる力を育てる。
別 い。
活
動



（様式２） 個別の指導計画 県立△△総合支援学校

学年・組 小学部１年○組 氏 名 ○ ○ ○ ○

教科等 ４月 ５月 ６月 ７月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月

＜朝の会＞

○登校後のリラクセーション ○ふれあいタイム

日 ○健康観察 ○朝の歌とあいさつ（名前と返事）

○天気調べ ○献立の発表

○先生の話（今日の予定、先生、友達）

常 ○朝の体操 ○おわりのあいさつ

＜排泄＞

○排尿時の観察（サインの読み取り） （写真や絵カードによる意思表示）

生 ○排尿時の座位（後方からの援助） （側面からの援助）

○排尿間隔の拡大（２時間の定時排尿） （３時間の定時排尿）

＜食事＞

活 ○上体を起こして食べる。 ○右手を使って食べる。

○口唇を使って食べ物をとりこむ。 ○しっかりかむ ○こぼさずに飲む

○食べたい物を選択する。

の ＜健康＞

○変形の予防を図る。

○活動量を増やす。

教 指 ○体調を整えさせる。（水分補給、薄着、便秘の解消）

＜コミュニケーション＞

○意思表示（発声、表情） （手を動かす、写真や絵カードを見る）

導 ○指示理解（写真と活動の結びつけ）

科 ※排泄、食事、健康、コミュニケーションに関する内容は、特に自立活動との関連を図りながら、学校生活全

体で指導する。

＜課題学習＞

・ ○操作的空間形成学習：仰臥位・側臥位・伏臥位・介助（あぐら、ベンチ）座位で行う。

①手指のコントロール：手指、手首、肘への働きかけ

②足のコントロール：足指、足首、かかと、足裏、膝への働きかけ

領 ③姿勢の調整：頭部、手、足、腰、背中等

自 ○概念形成学習：写真や絵カードによる弁別及び分類（見ることによる選択を中心に）

①基本図形のはめ板（滑らせてはめる）

②宝箱（宝探し）

域 立 ＜運動－動作＞

○身体各部位のリラクセーション

・足、膝、股、手、手指、肘、肩、頸の緩め ・脚、足首の曲げ伸ばし

活 ・腕の前方挙上と曲げ伸ばし ・体幹の反らしとひねり

等 ○頭部コントロールの向上

・仰臥位から両腕を引かれての頭の引き起こし ・肘立て位、介助座位からのヘッドアップ

動 ・ヘッドアップした頭のコントロール ・介助されながらの寝返り

＜感覚－運動＞

○ロールマット（伏臥位） （またがり） （ローリング）

○トランポリン（仰臥位や伏臥位、肘立て位） （介助座位、寝返り） （立位）

○毛布ハンモック（前後左右上下のゆれ） ○毛布や傾斜台（寝返り）

○スクーターボード・バランスボード（仰臥位や伏臥位） （介助座位）

遊 ○「ゴロゴロドンドンかみなりどん」 ○「しずくのぼうけん」 ○「ノンタンボールまてまて」
び 劇遊び ダンス 影絵遊び
の
指 ○「宇宙船にのって」
導 ブッラクシアター

○主として自分自身に関すること

道 ・提示された課題にしっかりと取り組む。

○主として他の人とのかかわりに関すること

・家族、担任、学級内の友達に、手や足の動き、発声等で積極的に働きかける。

徳 ○主として自然とのかかわりに関すること

・身近な自然に親しむ。

①ゲーム

特 ボーリングゲーム、カードゲーム等

別 ②調理活動（触覚的な働きかけ）

活 ホットケーキ、かき氷、クッキー等

動 ③感触遊び・音遊び・造形等

※学級活動において、①～③を月１回程度実施し、残りの時間は季節や学校行事等と関連した内容を設定する。



（様式３） 個別の指導計画(１学期） 県立△△総合支援学校

学年・組 小学部１年○組 氏 名 ○ ○ ○ ○
指 導 記 録

教 評 価
科 学期の指導目標 指導内容・指導方法・手だて等 指導の
等 目 内 方 指導の経過と評価 検 討 課 題

標 容 法 （次学期に向けて）
＜朝の会＞
・朝の歌を聞いたり、 ・レバースイッチを自分で動か ４ ４ ４ ・スイッチを見ると ・友達と役割を交代し

連絡帳を見たりする し、音楽をスタートさせる。 ３ ３ ３ 右手を動かし、音 たり、係を決めるな
ことを通して、登校 ・連絡帳の表紙に本生徒の写真 ２ ２ ２ 楽をスタートさせ どして、友達との関
を意識することがで を貼ったり、所定の場所に置 １ １ １ ようとした。 係を意識させたい。
きる。 くなどして注意を喚起する。 ・自分の連絡帳を担 ・写真や絵カードを活

任が読むときに笑 用して、会の流れを
顔を見せた。 理解させたい。

日 ＜排泄＞
・身体の動きで排泄を ・声かけとともに、トイレの絵 ４ ４ ４ ・排尿のサインは不 ・排尿前の様子や声か

周囲の人間に知らせ や写真を見せ、反応を待つ。 ３ ３ ３ 確実だが口をすぼ けに対する反応を観
常 ることができる。 ・トイレに座ったら、前後左右 ２ ２ ２ めることがあった。 察し、サインを検討

に軽く揺らして、座位に慣れ １ １ １ ・リラックスして便 する。
させる。 器に座ることがで ・座りやすい便器を工

生 きるようになった。 夫する。
＜食事＞
・好きな物の時に口を ・右肘が横に流れないようにし ４ ４ ４ ・次の一口が欲しい ・手でつかんで食べる

活 開けて次を要求する て上体を安定させ、頭部の動 ３ ３ ３ ときに、声を出す 時間を設定し、能動
ことができる。 きをスムーズにする。 ２ ２ ２ ことが増えてきた。 的な食事を促す。

・スプーンの呈示に対 ・上唇の動きを待つとともに、 １ １ １ ・短い時間（一瞬）、 ・援助されて口を閉じ
の して顎を引こうとす 上唇を閉じるよう援助する。 口を閉じることは た状態で咀嚼するこ

ることができる。 できた。 とを重視する。
＜健康＞

指 ・いろいろな姿勢で過 ・一日の生活の中で、立位や座 ４ ４ ４ ・玩具や絵本を使う ・長時間の無理な姿勢
ごすことができる。 位をとる時間を設定する。 ３ ３ ３ ときは、苦手な左 は避ける。

・座位のときには、座位保持装 ２ ２ ２ 側臥位になったり、・家庭での主な姿勢を
導 置を利用する。 １ １ １ 座位で背中に力を 把握し、学校での姿

入れたりした。 勢を考えたい。
＜ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ＞
・呼名に対し発声で応 ・目を合わせて呼名し、返事が ４ ４ ４ ・発声による応答は ・呼名については継続

教 えることができる。 ない場合は教師がやってみせ ３ ３ ３ 確実ではないが、 する。
るとともに、曖昧な返事でも ２ ２ ２ 教員を見ながら発 ・意思表示の手段とし
しっかりと称賛する。 １ １ １ 声し、自分の気持 て、写真や絵カード

・好きな活動場面で、活動の合 ちを伝えようとす の活用とともに、目
科 間に時間をあけて、発声によ ることが増えた。 線移動を意思表示に

る要求を引き出す。 使えるか考える。
＜課題学習＞

・ ・援助されての座位で ・直接的な援助を少なくし、自 ４ ４ ４ ・右手でレバーを握 ・机や椅子の高さを工
頭部を保持しスイッ 分で姿勢を調整できるように ３ ３ ３ って操作できた。 夫したり、足枠や肘
チを操作できる。 する。 ２ ２ ２ ・座椅子に座り、右 枠を準備したりして

領 ・スイッチ操作を通し ・教材の提示位置を工夫し、自 １ １ １ 足先に力を入れス 一人で姿勢を保持で
て、操作とその結果 分の手元を見ながら操作でき イッチを操作した。 きるようにする。
（チャイム、ランプ） るようにする。 ・教材に手を伸ばす ・はめ板や絵カードに

自 との因果関係を理解 際、背中に力を入 よる形の弁別にも取
域 することができる。 れ、頭を起こした。 り組ませたい。

＜運動－動作＞
立 ・四肢の緊張を抑制し ・座位や立位をとるとき、補助 ４ ４ ４ ・頭をひねってから ・立位は上体が不安定

ながら、首を動かす 具の利用や教員の支持により ３ ３ ３ 肩を動かし、仰臥 なので、座位でバラ
等 ことができる。 安定した状態でバランスを取 ２ ２ ２ 位から側臥位に姿 ンスをとらせたい。

活 る学習を進める。 １ １ １ 勢を変換できた。 ・ＰＴより背中の筋力
・足関節や股関節にかたさが見 ・介助されての立位 が強くなった言われ
られるので、学習前に十分に で上体の力を抜き、 たので、立位も授業

動 緩めるようにする。 顔を左右に向けた。 の最後に行いたい。
＜感覚－運動＞
・遊具による揺れに対 ・トランポリンやバランスボー ４ ４ ４ ・三角マットに伏臥 ・座った状態で遊具を

して、頭を起こし、 ドの、前後左右の小さな揺れ ３ ３ ３ 位で乗り、トラン 利用することで、上
短時間保持すること 刺激により、手や足をゆっく ２ ２ ２ ポリンで揺れると、 体のバランス、頭部
ができる。 り伸ばしたり、リラックスし １ １ １ 長時間頭部を保持 の保持を促したい。

・揺れを利用した寝返 た中で、頭部の動きを待つ。 できた。 ・回転性の刺激は、慎
りができる。 ・ロールマットに仰臥位や伏臥 ・伏臥位から仰臥位 重に与える。

位で乗り、ローリングを行う。 は難しかった。
遊 ・話の流れを理解し、 ・好きな本を題材とする。 ・雷や太鼓の音に呼 ・自分の番が近づくと

大きな音やBGMが流 ・「本の読み聞かせ→影絵→話 ４ ４ ４ 吸が大きくなった。 発声でアピールする
び れる場面を予測する の中のイベントを題材にした ３ ３ ３ ・誰がどこから登場 ことがあるので、よ

ことができる。 遊び→振り返り」というパタ ２ ２ ２ するかを理解し、 り積極的な意思表示
の ・くす玉につながった ーンの繰り返しにより、次に １ １ １ その方向を見つめ の手段につなげる。

ヒモに手を伸ばした 起こることを予測し、期待さ ていた。 ・「1.2の3」「来た来た」
指 り、太鼓の上で手を せる。 ・輪に右手を引っか 「できた」「もう1回」

動かしたりすること ・自立活動や日常生活の指導の け口元まで引くこ 等の声かけで活動へ
導 ができる。 中での活動を取り入れる。 とができた。 の意欲を喚起する。
道 ・感触遊びで、粘土に手 ・粘土の固さや量を握りやすい ・粘土を握ったり放 ・布や紙、水等、粘土

を伸ばして、しっかり ように調節する。 ４ ４ ４ したりして感触を 以外の素材について
握ることができる。 ・太鼓の高さを工夫するととも ３ ３ ３ 確かめていた。 も取り組みたい。

・音遊びで、右手で太鼓 に、友達が鈴を鳴らしたら叩 ２ ２ ２ ・声かけに応じて２．・得意な楽器を探し、
徳 を叩くことができる。 くなど、順番を意識させる。 １ １ １ ３度続けて叩いた。 主体的に取り組める

ようにしたい。
特 ・調理活動を通じて、 ・校外活動での食事の献立（ホ ・ホットケーキの生 ・教員の働きかけを減

経験を豊かにすると ットケーキ）とゲーム（ボウ ４ ４ ４ 地をこわごわ触っ らし「見よう・聞こ
別 ともに、触覚、嗅覚 リング）を題材とする。 ３ ３ ３ たが、焼けるのを う・触ろう」とする

をしっかり使う。 ・本生徒が実際に活動する場面 ２ ２ ２ 期待して待った。 気持ちを育てる。
活 ・ゲームを通じて友達 と見る場面を決めて、ねらい １ １ １ ・友達がボールを転 ・相手とやりとりでき

の動きを意識する。 を明確にして取り組ませる。 がす間、声を出さ るゲームにより友達
動 ずに見つめていた。 を一層意識させる。


